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論　説

公職選挙の た め の 電子化投 票シ ス テ ム

ElectrQnic　Voting　System　for　Public　ElectiQn

揶 直大 学 石 山　幸男

拓殖大学　野 田　健一

概　要

　 民 ．主主義 の 正 常発 展に は 、 迅 速 ・簡易 ・公正

な選挙制度が 不 可欠 で ある 。 日本 に近代 国家が

誕生 して か ら百余年。特 に戦後 、民主 主義 が 広

く深 く浸透 した 現代 に お い て も、 ま た 、 コ ン

ピ ュ
ータを中心 と した高度情報 化社 会 を迎 えて

も、明 治時代 に創設 された「公職選挙法 第 46条」

に拘束 され て 、合理 的で か つ 安 全 な電子化投票

制度が い まだ に 確立 されて い な い 。選挙の 電子

化で
一

番配慮 しなけ れ ば な らな い の は、ハ
ー

ド ・ ソ フ ト ・ 伝送に わ た っ て の セ キ ュ リテ ／ と

コ ス トパ フ ォ
ーマ ン ス の 問・題で ある。 こ れ まで

Abstract

To 　 grow 　 healthy　 democratic　 society
，
　 it　 is

necessary 　 to　 renew 　 the　 old 　 and 　 inefficient

election 　systems 　with 　more 　speedy 　and 　more

simple 　 ones ，　 In　 many 　 modern 　 democratic

countries ，
　electronic 　technology 　apPlied 　pub ・

lic　election 　systems 　have　already 　been

introduced　as 　most 　irnportant　social 　systems ．

The 　modernized 　Japan　was 　born　more 　 than

lOO　years　ago ，　but　its　social 　systern 　and 　cus −

tom 　are 　still　on 　the　way 　of 　deveIopment　in　a

sense ，　Improvement　of　the　election 　systems 　is

restricted 　 by　 several 　 conventional 　 laws　 and

実用化な い しは提案 され て きた選 挙の 電子化は、

これ らの 面で十分 と言 え た だ ろ うか 。

　 最近、国会 に お い て もこ の 投票制度が 議論 さ

れ 、 「記号式」投票にす る と発表 された が 、その

後 、次 の 衆議院選 は 「自書式」 に す る と変更 さ

れた。そこ で 本論で は 、現在 も続 い て い る 「自

書式」の 場合の 電子化に つ い て 提案 し、次 に、

将来 「記号式」 に移行 した場合 の 電子化 に つ い

て論 じ、最後 に、将来の 究極的な電子化投票シ

ス テム に つ い て、その アイデ ア を含 め 可能性 を

追求 して み た い 。

old 　customs ，　In　many 　elections ，　voters 　must

‘‘
write

”
　a　candidate 　 using 　a 　pen ，

　instead　of

operating 　simple 　keywords　or 　switches ．

Recent 　rapid 　progress　of　electronic 　techno1−

ogy 　 has　 made 　 it　 possible　 to　 innovate　 the

election 　 systems 　 to　 more 　 smart 　 ones ．　 This

paper 　proposes 　new 　electronic 　public　election

systems 　 to　 get　 more 　 efficient ，　 speedy 　 and

security 　 maintained 　 systems ，　 keeping　 good

compromise 　with 　conventional 　laws　and 　cus −

toms ，　In　this　paper ，
　also 　described　images　of

future　ultimate 　election 　systems 　taking

advantages 　of 　sophisticated 　AI　technologies．
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1． 背景 と 目的

　平成 8 年 5 月 8 日付読売新聞 マ ル チメ デ ィ ア欄

に 「電子投 票シ ス テ ム
“
お蔵入 り

”

の 憂 うつ 」 と

題 す る記事が掲 載 され て い た 。 海外で は 、ア メ リ

カ の い くつ か の 州や オラ ン ダ、ベ ル ギ
ー
等で 実際

に電子投票を実施 して お り、イ ン ド等30数 ヵ国が

試験導入や シ ス テ ム の 開発中と伝 えて い る。

　 「知的所有権 をめ ぐる国際競争は 急ピ ッ チ、政

府の 取 り組み が 遅れれ ば、将来、特許料 の 支払 い

な どで莫大 な損失 を生 じか ねな い 」 と政 治広報セ

ン タ
ー
社長宮川 氏の 談話 で あ る 。

　こ れ まで の 「自書式」投票 で は、その 開票 ・集

計に莫大 な労力 と時 間を要 した。因 み に 八王 子市

の 場合に つ い て調査 した所 で は、平成 7 年 7 月の

参議 院選挙 で は、選 挙人、378，962人、投 票所 74ヵ

所、開票 ・集計 に 608人 （主 と して市 の 関係者）、

開票時 間pm7 ：00〜12 ：00まで の 5 時間、 こ れ を

時間外勤務乎 当、平均時 給2，000円 と す る と、
一
晩

で 約 600万円の 経費が か か っ た こ とに な る。因 み に

全国で は、投票所の 数は約 52，500ヵ 所、セ ン タ
ー

に相当する rl∫町村 の 数 は 約3，500 、
こ れ らか ら推定

す ると、昨年の 参議 院選挙の 開票 ・集計の 人件費

だ けで、全 国で は約50億円費や したこ とにな る 。

　実際に は こ の 他 に 受 け付 け、立会人等の 休 日出

勤手 当な ど が つ くわけ で 、その 費用 は莫大に なる。

こ れが衆議 院選挙や 地 方選 挙等を考慮す る と、や

は り一日で も早 い 電子化 の 実現が 望 まれ る。こ れ

は費用 だけの 問題で は な く、開票に 夜半 まで か か

る方が も っ と大 きな問題 で あ る 。

　 こ れ まで 日本で も電子 化の 具体的 な提案を して

きた会社 もあ り、また 展示会等 もあ っ たが （前記

読売新聞に よる）、セ キ ュ リテ ィや ハ ッ カ
ー対策が

万全で あ っ た か 、また コ ス トパ フ ォ
ーマ ン ス が 適

切で あ っ た か、 自書式や記号式 対応 は ど うか 等々
、

筆者 もこ れ を見 学 して 色 々 問題が あ る ように思 え

た。そこで 「自書式」な ら自書式 に
一

番適切 な方

式 を、「記号式」な ら記号式 に
一

番適切 なシ ス テム

論 説一 公 職選挙 の た め の 電子化投票シ ス テ ム

を提案す べ きで は な い か 、とい うの が筆者 の 持論

で あ る。以下 、こ の よ うな考 えで論 じた い
。

2． 電子 化 投 票 シ ス テ ム の 狙 い と特 徴

（1） 開票 ・集計 の 迅 速化

　本 シ ス テ ム の 最 大の 狙 い で あ り、投票終 了 と同

時 に 開票 ・集計が 完 了す る。

  　完全 なセ キ ュ リテ ィ

　ハ ー ド、
ソ フ ト、伝送 に わ た っ て の 二 重三重 の

安全性 の 確保 。

　ハ
ー ド面で は、信頼性 の 高 い 部品 を使用 。

　ソ フ ト面で は、パ ス ワ
ー ドや二 重 三 重 の 確認 。

　伝 送面 で は、暗号化や シ ス テ ム セ キ ュ リテ ィ 。

（3） 高度なマ ン マ シ ン イ ン タフ ェ
ー

ス

　押 しボ タ ン や セ ン サ を利用 し、音声や LCD に

よるガ イダ ン ス 。

（4） 優れ た コ ス トパ フ ォ
ーマ ン ス

　 シ ン プ ル で コ ン パ ク トか つ 高機能 で低 コ ス ト。

（5） 身障者 へ の 配慮

　 LCD （聾唖者） と音声 （盲人）に よるガ イ ダ

ン ス 。

　以 上 の 他に 次 の よ うな波及効果 もある。

）1

）2

）3

）4

無効票が 少な くな る

数字 を読 み取 るた め 。

集計計算 ミス が な くな る

全て コ ン ピ ュ
ー

タが 行 うため。

出 口調査 の 必 要が な くな る

投票率等 タ イム リ
ーに デ

ータが 出せ る 。

終 了後種 々 な統計デ
ー

タ が す く咄 せ る

男女別、年代 別等の 統計が す ぐ出せ る。

3． 「自書式」投票の 電 子化

（1＞ シ ス テ ム

　投票所 にお ける基本的 な投票 シ ス テ ム は変更 し

な い 方が 良 い
。 投 票者が 戸惑うか らで あ る。従 っ

て 、投票所内で の 投票者 の 流 れ は従来 と同 じで あ

る 。 従 来方式 と異 な る の は、投票用紙に 候補者の

名前の 他 に、あ らか じめ決め られ た候補者の 番号
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を書 くこ とで あ る。投票者 は 、
こ の 名前 と番号 を

書 い た投票用紙 を 、 投票箱 の 所 定の 場所 に 挿入す

るだ けで よい
。 投票者 に と っ て は他 に は何 も従来

と違 わな い が 、こ れで 電子化 に は大 きな効果が あ

る 。

　 具体 的に は、図 1 の ような流 れに な る。まず、

選挙 人 に は投票案 内ハ ガ キが あ らか じめ送付 され

る。 こ れを持 っ て投票所へ 行 くと、受付 で 選 挙人

名簿と照合 され投 票用紙 を渡 され る。図 2 は 投票

用紙 の
一
例で ある 。

こ れ を持 っ て ブ
ー

ス の 中に入

る と、眼前に候補 者名 とその 番 号が 記 され た…覧

表 が 張 り付 けて ある。 こ の 中か ら該 当の 候補者 の

名 前 と番号 を記入 する 。 こ の 時ブ ース の 中か ら「候

補 者の 名前 と番号 を記人 して
一．
ドさ い 」 とガ イダ ン

ス 音が流れ る。投票者 は、 こ の 用 紙 を持 っ て投票

箱 の 前に立 つ と、「用 紙 を表 に して 挿 入 し て 下 さ

い 」 とガ イダン ス が 流 れ る。挿入 す る と、内部 に

文字読取 装置が あ り、手書 きされ た 数字を瞬時 に

読み取 り、その 結果 は LCD （液 晶） に表 示 され、

こ れ を投票者 が確認 して正 しけれ ば確認 ボ タ ン を

押 して投票は完 了する 。 こ の 時音声 に て 「候補者

の 名前 と番号 を確 認 して 下 さ い 。正 しけれ ば確認

ボ タ ン を押 して下 さ い 」 とガ イダ ン ス され る 。 ま

図 1　Voter ’
s　flow　and 　toransmission 　 route

　　 図 2 　Voting 　paper

番 号 記 入 　 　候 補 者 の 名 前 記 入

［■ ［
一

投 票 用 紙

80

た 、 聾唖 者に対 して は LCD 、盲人 に 対 して は音

声 で ガ イダ ン ス され る 。 ただ し盲 人に対 して はプ

ラ イバ シ
ーの ため イア ホ

ー
ン を用 い る 。

　 こ の ように、各ブ ース に は LCD とス ピーカ が

あれば よ く、また 、文字読取 装置 は、 2桁 の 数字

を読 み 取 り、ガ イ ダ ン ス 用 の LCD と ス ピ
ー

カ が

あれば よい
。 そ の 他に 、投票所 ／ ヵ 所 当た り 1 台

の パ ソ コ ン が あれば よ い 。こ の よ うに 投票所に設

置する機器や 装置 は 、 簡 単で コ ス トも安価 に で き

る の が最 大の 特 徴 で あ る。 また、自分 が投票 した

候補 者の 名前 と番号が 最終的 に記 録 されたか ど う

か を自分 で確認 する こ とが で きる の も大 きな特徴

で あ る。

　 衆議院選挙の 場合、同時に最高裁 判事の 国民 の

審判 が あるが 、こ れ は ○ × 式 なの で 、セ ン ター（市

町村）単位 で 簡単 な読取 装置が あれば よい
。

  　セ キ ュ リテ ィ

　 コ ン ピ ュ
ータを中心 と した情報化 が 高度化す る

に つ れ、そ の 犯 罪 も巧妙 に な っ て きた 。
い わ ゆ る

情報セ キ ュ リテ ィ の 問題が 、電子化投票シ ス テ ム

に お い て も重大 な問題 で ある 。

1）　ハ
ー

ドウ エ ア

　 シ ス テ ム 自体が 単純 なため 、使用 す る機器、部

品 もあ ま り高級 な物 は な く、 従 っ て 、 既 製品で 使

用実績が 多 く、壊 れ に くい 物 ば か りで あ る。

　 まず、ブース 内で は、セ ン サ や ス ピ
ー

カ は表か

らは見 えな くし、 LCD は強化 ガ ラス 等で カ バ ー

する。投票箱 もプ ラ イバ シ ーの ため ブース に し、

セ ン サや ス ピー
カ は 同様 に表 か ら見 えな くし、 L

CD に はカ バ ー
する 。 肝心 な文字読取 装置 は 非接

触型 （OCR 等）を使用す るな ど して 寿命を長 く

する 。
パ ソ コ ン は ラ ッ プ トッ プ 形 と し、伝送す る

時以外 はカ バ ーを して お く。 故意 に 人為的 （ハ ン

マ ー等 で） に破壊 しよ うとす る者に対 して は無防

備で あ るが 、 通 常の 人間の 手 ぐら い で は壊 れな い
。

従米 どお り、立会人 もい るこ とで もあ り、前例 も

な い こ となの で そ の 心 配 は な い と思 うが、万が
一

その よ うな場 合で も投票券が 残 るた め 、こ れ まで
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同様人手に よる開票 が で きる の が 大 きな利 点で あ

る。

2）　ソ フ トウ ェ ア

　記入 するブース も投票箱用ブース もマ イ コ ン で

制御 され、投票箱の デ
ータは パ ソ コ ン に送 られ蓄

積 され る。停電 などで シ ス テ ム ダウ ン した時は、

電池で 自動的に バ
ッ クア ッ プ され る。 また、投票

箱 ｛よ 万が
…

の ため 予備 を準備する。こ の ように

投票所 内で は、ス タ ン ドア ロ ン とな る の で ハ ッ

カ ーの 心 配 は な い 。 投票が 終 了す るまで は外部 と

接続 しな い か らで ある。問題は、投票が終 了 して

セ ン タ
ー と接続 し伝送 す る時で あ る 。 こ れ は、電

話 回線 を使 っ て行 い 、通 常 はパ ス ワ
ー ドを使用 す

る 。
パ ス ワ

ー ドは セ ン タ
ー

で しか わか ら ない 。そ

れで もハ ッ カ
ーの 襲撃 を受 けた ときどうす るか 。

ハ ッ カーに はデ
ー

タ の 破壊 とデータの 漏洩が ある。

デ
ー

タ の 破壊 に はバ ッ ク ア ッ プ を取 っ て お き、 フ

ロ ッ ピ
ーをセ ン ターへ 届 けれ ば よい 。 デ

ータの 漏

洩 は機密 レ ベ ル の 問題 で ある 。 選挙の デ
ー

タ は、

い ずれ開示 され るわ けで 、時間の 問題 で ある 。 従 っ

て 、それ ほ ど機密 レ ベ ル は高 くな い 。ただ し、専

用 回線で 常時セ ン タ
ー と接 続 した場合は、機密 レ

ベ ル は高 くな るの で 注意を要す。

　図 3 は投票所にお ける投票者の 流 れを示す。

3）　ネ ッ トワ
ーク

　図 1 に示 すご と く、市町村選 管か ら都 道府 県選

管、次 に 中央選管へ と伝送 す るの は、衛星通信か

専用通信回線 を使用する 。
こ の 場合 は、や は りハ ッ

カ
ー対策が 必要 とな る。 その た め 、 暗 号 に よる伝

送が望 ま しい 。それ で もハ ッ カ ーは 防止 で きな い

か も知 れ な い 。現在 で は、パ ソ コ ン 通信や イ ン タ
ー

ネ ッ トで の ハ ッ キ ン グは防 ぎよ うが な い とされて

い る 。 デ
ー

タ の 漏洩に 関 して は、個人 レ ベ ル で考

える と、さ ほ どメ リ ッ トもな い 選挙 に 多大の 投資

を して まで ハ
ッ キ ン グ をす るだ ろ うか 、 とい うこ

と と、そ の デ
ータは 時間の 問題 で短 時問 に 開示 さ

れ るもの で あ り 、 機密 レ ベ ル が あ ま り高 くな い こ

と等か らして 、そん な に恐 れ る もの で は な い と判

　 　 　 　 　 図 3 　Voting 　flow　chart

投 票 者 が ブ ー
ス の 前 に 立 っ

セ ン サ 作 動

音 声 ガ イダ ン ス

LCD 表 示

候 補 者 名 ，番 号 を記 入

投 票 者 が 投 票 箱 の 前 に 立 つ

医碧1覦讐罰『

セ ン サ 作 動

音 声 ガ イ ダ ン ス

LCD 表 示
匪獗 智雫姻

投 票 券 挿 入

LCD 表 示

確 認

投 票 者 退 場

断す る 。 問題 は、デ
ータ伝 送峙の 妨害で ある 。 組

織的 に意図を持 っ て妨害 しようとすれ ば防 ぎよう

が な い か も知 れな い
。 広 帯域 で高 レ ベ ル の ノイズ

等で あ る 。 ただ しこ れ らは現在の 選挙下で も同様

の 問題 を抱 え て い るわ けで あ り、 これ まで何 も発

生 して い な い こ とか ら して杞憂 で あるか もしれ な

い
。

（3＞ コ ス トパ フ ォ
ーマ ン ス

　本シ ス テ ム は、基本的 に は従来 とあま り違 わ ず

して 、安全 で 迅 速な開票 ・ 集計 に絶大な効果 を発

揮する もの で あ る 。 即 ち 、新た に 設置する の は投

票箱 内の 文字読取 装置 とパ ソ コ ン で 、 投票所 1 ヵ

所 当た りに すれ ば 、 これ まで 提案 されて きた ど の

案 よ りも安 い 経費 で 済 む はずで あ り、実現性 が 高

い
e 中央選挙、地 方選 挙な ど全 て の 選挙に使 用で

きるの で、 2 − 3 回の 選挙で元 が 取 れ るだ ろ う。

特 に ハ
ー ドで は新 た に開発す る もの はな く、 製造
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期 間 も短時間で 完成す る こ とが で きて 、次期衆議

院 の 解散時期に よっ て は、間に 合 わせ るこ と も容

易 で あろ う。「白書式 」投票の メ リ ッ トを生 か し、

安 い 費用 で 大 きな効 果 が 期 待 で き る コ ス トパ

フ ォ
ーマ ン ス の 良 い 本案 を提案す る もの で あ る。

（4） バ リエ ーシ ョ ン

　 もう
一

段進ん だ 電子化 に つ い て 考え て み た い
。

選 挙の 場合 、 投票率を初 め 色 々 知 りた い 統計的 な

デ
ー

タが あ る 。 例 えば年代別 の 投票率、男女別 の

投 票率等で ある。 投票率 は開票 ・集計 に よっ て 計

算で きるが 、そ の 他は 出な い 。そ こ で 、各選挙人

に届 け られ る投票案内ハ ガ キ の 下側 にバ ー
コ
ー

ド

で 男女 の 区別、年代の 区別 を記述 して お き、選挙

人 名簿の 照合が 済んだ ら、バ ー コ ー ドリ
ーダー

で

読み取 り、これ をパ ソ コ ン に メ モ っ て お く。 投票

が 終 了 して か らこ れ らの デ
ータ をグラ フ 化 す るこ

とも簡単にで きる 。

　 また、こ の バ ー
コ
ー

ドを使 っ て 本人確認 をする

と い う方法 もある。そ れ は 各投票 所 と セ ン タ
ーを

専用 回線で 結び 、投票所 で 読 み 込ん だ デ
ー

タをセ

ン ターの コ ン ピ ュ
ー

タが 判断 し知 らせ る と い う も

の で あ る。こ れは迅 速な照合が で きる等の メ リ ッ

ト もあ るが、 ハ
ッ カー対 策な ど難 しい 面 もあ り実

現性 に 乏 しい 。

4． 「記号 式」投票の 電子 化

（1） シ ス テ 厶

　 投票所にお け る投票者の 流れ は 「自書式 」 と同

じよ うに、従来 と基本的 に は 変 え な い 方が よい
。

具体 的 に は図 4 の ような流 れ にな る。まず、投票

者 は 入場 ハ ガ キ を持 っ て投票所に 入 る と、受付で

選 挙人名簿 と照合 し磁気カ ー ドを貰 う。こ の 磁気

カ ー ドを持 っ て投票機 の ブ
ー

ス の 前 に立 つ と 、
セ

ン サ が 作動 し、「磁気カ ー ドを差 して 下 さ い 」と音

声 と LCD に よりガ イダ ン ス され る 。 カー ド挿入

口 をわか りや す くするた め に 回 りに LED が 点滅

す る 。 磁 気カー ドを挿入 す る と、「候 補者 の 番号 を

押 し て 下 さ い 」 と音声 と LCD に よりガ イダ ン ス

され る 。 各候補 者に は あ らか じめ 番号 を決め 、ブ ー

ス の 前面 に貼 っ て ある。投票者 は こ れ を見て テ ン

キー
に よ り番号 を押 す。そ の 結果 が LCD に表示

され投票者 は こ れ を確 認 して 、正 しけれ ば「確 認」

ボタ ン を押す。「確 認」ボ タン を押す とプ 11 ン ター

よ り、候補者 の 名前 と番 号が 印刷 され たカ
ー ドが

出力され る （図 5 ）。 次に 「正 しけれ ば 必 ず○ 印を

書 い て 下 さ い 」 とガ イダ ン ス が 流れ、投票者 は こ

の カ
ー

ドを確認 し 、 正 しけ れ ば カ
ー

ドの 所定 の 位

置 に ○印 を書 き、こ れを持 っ て 投票箱 の 前 に 立 っ

と、「カ
ー ドを表 に して矢 印の 方向 よ り差 して下 さ

い 」と音声 と LCD に よ りガ イ ダ ン ス され る 。 カー

ドを差 し込 む と、内部 に 文字読取装皆が あ り、候

補者の 番号 が読 み 取 られ る。こ の デ
ー

タが パ ソ コ

ン に送 られ 蓄積 され る 。 数字の 認識率は、現在で

は、印刷 され た数字の 場 合 100％の 水準 に あ る。ま

た、数 字を読み 取 っ た後 、 LCD に表示 し確認 す

る こ と もで き る 。 こ の 投票箱 は前述の 「自書式」

の 場合 の 構造 と ほ ぼ 同様で あ る。従 っ て 、「自書式 」

か ら 「記号式」に変 わ っ て もそ の ま ま使 用す る こ

とが で きる。 もし間違 っ て 番 号 を押 した場合 は、

「取 消」ボ タ ン を押す と磁 気 カ
ー ドが 自動的に出

て くる の で 、これ を受付 に持 っ て い き初期化 して

最初か らや り直す 。 カー ドは一度 に 1 回 しか 使 用

図 4 　 Voter ’
s　flow　and 　toransmission 　route

投 票 人 入 場 退 場

図 5 　Voting　paper

［⊃［巫 塵 一一多 一至］ b
’
…［亜 ］や ま だ た 弖う
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図 6 　Voting 　 machine
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　 確 認 用 ボ タ ン

　 取 消 用 ボ タ ン

　 盲 人 用 ボ タ ン

　 ガ イ ダ ン ス 用
　 　 　 　 LCD

− ．
磁 気 カ ー

ド

ー
エ ア ホ

ー
ン

’一
ス ピ ー

カ

．
＼

プ 1丿ン タ

　 　 カ ー
ド出 口

で きな い ように な っ て い る 。
パ ソ コ ン に蓄積 され

たデ
ータをセ ン ターへ 伝送 するの は 「自書式」の

場合 と同様で ある。身障者 に対す る配慮 も 「自書

式」の 場合と同様 で あ る 。 盲人に対するガ イダ ン

ス は イア ホ
ー

ン を使 用す る。 こ れは他人 に 聞か れ

な い ようにするた め で ある 。 また磁 気カー ドは初

期化 して 何 回 も使 用す る 。

　図 6 は 、 本 「記 号式」投票の 投票機 の 外観 を示

す図 で あ り、図 7 は 「記 号式」の 場合の 投票者の

流れ を示 す。

（2） セ キ ュ リテ ィ

1）　ハ
ー ドウ エ ア

　　「自書式 」の 場合 と同様 に 、 構成す る部品類 は

使用実績が 多 く、MTBF 数万時間以上 の 信頼性

の 高 い もの を使 用 する。落雷 に 対す る防御 は ア レ

ス タ等に より完 全 に す る 。 外的な破壊 に対 して も

十分 な耐性 を有 す る構 造 とす る 。 こ の 「記号式」

で最大の特長 は 、 もし 、 万が
一一何 らか の 故障が 発

生 した時 は、「自書式」に 直ち に移行 する こ とが で

きる こ とで ある。こ の こ とを考慮す ると、プ リン

タは本体 とは切 りは な して別置 きに した方が よ い

か も知れ な い 。ま た、その 方が 用紙 の 交換 等 も容

易に な る。
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2）　ソ フ トウ ェ ア

　 本方式の 特長 は、二 重、三 重の チ ェ ッ ク シ ス テ

ム を と っ た こ とで あ る 。 まず初 め に、選 挙人名簿

との 照合、次 に 、候補者 の 番 号 を押 すこ とに よ っ

て LCD に名前 と番号が 表示 され、 これ を確 認、

次に 、プ リ ン トア ウ トされ た カ
ー

ドで 名前 と番 号

を確認、最後 に投票箱 に カ ー ドを挿入 して 確か に

デ ータが 読み 取 られ た か LCD に よ り確認す る。

本方式の 場合 も 「臼書式」 と同様 に、選挙が 終 了

し伝送す るまで は、外部 と一切接 続 しな い の で ス

タ ン ドア ロ ン とな るた め 、
ハ ッ カ

ー
等の 心配 は な

い 。 落雷等に よる停 電の 時 の 自動 バ ッ クア ッ プ は

当然 考慮 して お く。

3）　ネ ッ トワ
ー

ク

　 各投票所か らセ ン ター （市町村選管） へ の 伝送 、

投票終 了 と共 に電話線回 線 に て パ ス ワ
ー ドで 送 ら

れ る 。 市町村選 管か ら都道府県選 管、中央選管へ

と集計伝 送 され るが 、「自書式 」の 場合 に述べ た よ

うに、妨 害や デ
ー

タ の 改竄が な い 隈 りデ
ータ の 漏

洩 に 関 して は機密 レ ベ ル が 高 くな い と判断す る の

で 、さ ほ ど心配 な い 。既 に あ る 専用回線 を利用 し

て伝送すれ ば よ い と思 うが 、 衛星 通信を利用する

の もよい
。 その 場合暗号 を使 用す る 。

（3） バ リ エ ー
シ ョ ン

1）　 バ ー
コ
ー

ド方式

　 「自書式」の 場合 で も述べ た ように、性別や 年

代別の デ
ー

タ を入場案内ハ ガ キに バ ー
コ
ー ドで 記

入 してお き、こ れ をバ ー
コ
ー

ドリ
ー

ダ
ー

で 読み 込

み 、その デ
ータ を磁 気カー ドラ イ ター

で磁 気カー

ドに書 き込 む。前述 の 「記号式」で は磁 気カ
ー ド

は 、シ ス テ ム を起動するた め に 使用する が 、 こ の

場合 、 後で 必 要なデ
ー

タ を同時に 入力 して お くも

の で ある 。 後で こ れ ら の デ
ー

タ か らグ ラ フ化す る

こ と も簡単 に で きる 。

2）　 マ ー
ク セ ン ス 方式

　 あ らか じめ候補者の 番号 （背番号）を決め （2

桁 ）て お き （こ こ まで は 「自書式」「記号式」と も

同 じ）、マ
ークシ

ー トに そ の 番 号 をマ
ークす る 。 こ

図 8 　 Mark −5ensing 　card

選 挙 の 種 類 　 　 ［参 議 院 ユ 〔地 方 区 ］ 匚全 国 区 〕

1 桁 目の 番号 　 　 　L11 匚2

2 桁 目の 番 号 匚o ］ 匚1 ］ 匚z

†生別 　［男］　［女］年代 匚20 ］

匚3 ］　匚4 ］　［5 ］　匚6 ］　［7 ］　［8 ］　匚9 ］

匚3 ユ　匚4 ］　〔5 ユ　匚6 ］　〔7 ］　［8 ］　匚9 ユ

30 ］　［40 ］　匚50 ］　匚60 ］　〔70 以 t
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れ をカ
ー ドリ

ーダー
で読 み 取 る。その 時、 LCD

に候補者の 名前 と番号が表示 され、投票者 は こ れ

を確認 して 「確認」ボ タ ン を押 して 投票は完了 す

る 。 読み 込 ん だ デ
ー

タ は パ ソ コ ン に蓄積 され る。

　こ の 方式 は大変有力で あ るが 、 欠点は 、 イ〉マ ー

クの 仕 方 に 慣れ て い な い こ と、 ロ ）カ ー ドが 大 き

くな り保管が 大変な こ とで ある。

　図 B は マ ークセ ン シ ン グカ ー ドの
一…

例 を示す 。

5． 21世 紀 の 公職 選 挙 シ ス テム

　 21世紀初頭 に は驚異 的な情報化社会に な っ て い

る こ とで あろ う。その 1 は、衛星通信や光ケ
ーブ

ル 等を中心 と した ネ ッ トワ
ー

ク技術、そ の 2 は、

画像処 理、音声認識、文字認識等 コ ン ピ ュ
ータ を

中心 と した情報処理 技術、そ の 3 は、超 LSI 化

技術で ある 。 こ の よ うな背景 ドで 近 い 将米の 選 挙

シ ス テ ム を予測する こ とは、 さ ほ ど困難な こ と で

は な い
。 その 時は 、 現在 の 選挙法 も改正 され て い

るこ とで あ ろ う。そ して基本的 に は
“
在 宅投票

”

シ ス テ ム で ある。そ の 時の 最 大の 難 関 は投票者本

人の 確認 （特 定）で あ る 。

（1） 本人確認 方法

1）　 ID カ
ー

ド方式

　 こ れ は
一

番簡 単な方式で あるが、カ
ー

ドの 改竄

の 心配が あ り、国民総背番号性的で 、プ ラ イバ シ ー

の 問題 な どで 日本 人に は馴染 まな い 。

2）　 TV 電話 方式

　 21世紀 初頭 に は 光 ケ ーブ ル が 現在の 電話線 の よ

うに、全 家庭 に敷設 され るだ ろ うと報 じ られ て い

る。 こ の 時の メデ ィ ア と して TV 電話の 普及 が 挙

げ られ る。現 在主 と して 防犯 用 に顔画像 認識 の 研

究が 進ん で い る 。 これ は そ の 人の 目 、 鼻 、 口等の

特長 を画像処 理 に よっ て認識 し、本人 で あ る こ と
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を特定す る こ とで あ る。こ の 技術 は現在 も進歩 し

て お り、21世 紀の 初頭 に は完成 して い るで あろ う。

こ れ と声紋 とを組 み合わせ て本人 を特定する 。

　 具体的 に は、あ らか じめ セ ン ター
の コ ン ピ ュ

ー

タ に TV 電話で 顔画像 と声紋 を登録 して お き、投

票直前に 照 合 し
一

致すれ ば本人 と み な し投票する

こ とが で きる 。 投票は 、
TV 電話 は文字伝送 もで

きる構造 で、各家庭 に送 られ て くる投票案内ハ ガ

キの バ ー コ ー ドを写す と、セ ン ターの コ ン ピ ュ
ー

タが 読み 取 り、 選 挙人名簿 と照合 し、間違 い なけ

れば姓名 をなの っ て顔画像を伝送する 。
セ ン タ

ー

の コ ン ピ ュ
ー

タ が 顔画像 と声紋 を照合 し一致すれ

ば セ ン タ
ー

よ りの 指示 で投票が OK となる。投票

は、投票案 内ハ ガ キの 裏 面の 所定の 位置 に、候補

者の 名前をカ タ カ ナで大 きく書 い て TV 電話で 伝

送 す る と こ れ をセ ン タ
ー

の パ ソ コ ン が 文字認識 し

デ
ー

タ と して 蓄積 す る。従 っ て 、セ ン ターの コ ン

ピ ュ
ータは パ ソ コ ン で は難 しい 。

　 また
、

TV 電話 で 顔画像の 替わ り に指紋で 照合

し特定す る方法 もある が 、これ も国民に 受け入 れ

られ るか が 問題 で ある 。

  　 TV 電話 式投票 端末 と して必要 な機能

1）　顔画像撮像機能

　 自分 の 顔 をモ ニ タ リン グで きて 、 顔画像の 大 き

さ を
一定 にす るため の 枠線 が表示 され、それ に合

わせ ボ タ ン を押 して セ ン タ
ー

へ 伝 送 す る。セ ン

タ
ー

で は 、送 られ て きた 画像の 1 フ レ
ーム 分 を

デ
ータ と して 記憶 す る。

2） 文 字 （文書）撮像機能

　 レ ン ズ 前面 に ミ ラ
ーを配置 し、机上 面 の 文字 （文

書） を撮像 す る 。 投票の 場合は投票案内用 ハ ガ キ

の 裏面 の 所定の 位置 に 大 き く候補者 の 名前を書き 、

こ れ を写 し、セ ン タ
ーへ 伝送す る。

3） カ
ー ドリーダー機能

　投票案内用 ハ ガ キに バ ー コ ー ドで データを入 れ

て あ り、 これ を撮像 して セ ン タ
ーに伝 送す る。 ま

たは、バ ー コ ー ドリーダーを別 に装備する。

4） 拡 声電話機能
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　 マ イ ク とス ピーカ を装備 し、音声入 力や音声 ガ

イダ ン ス と して 使用 す る。通 常 は拡声電話 と して

使用す る 。

（3） セ ン ターの コ ン ピ ュ
ータの必要 な機能

1）　画像の 蓄積 と識別

　 各家庭 か ら送 られて くる顔画像 をメ モ っ て お き 、

投票時に送 られて くる顔画像 の 特 長 を瞬時 に 判断

識 別す る機 能 。

2）　 文字認識

　候補者の 名前の 手書 き文字 とバ ー コ ー ドを識別

す る機 能 。

3）　 音声処理

　投票者の 声 を分析 し声紋 をとる機能。

4）　そ の 他の デ
ータ処理

  　そ の 他の 方式

1）　 タ ッ チセ ン サ 方式

　 こ の 方式 も有力 な方式 の 1 つ で あ る 。 候補 者の

名 前や顔 画像が モ ニ タ に タ ッ チす る こ と に よ っ て

次 々 と現 れ、投票 者は こ れ を見 て確認 して OK の

マ
ー

ク をタ ッ チ す るだけで投票が 完 了す る 。

　将来、 ハ ッ カ
ー

対策が完全 に な っ た と きは、投

票所 と セ ン ターか ら中央選管 まで オ ン ライン で結

び 、開票 ・集計 が投票終 了 と同時 に 完 了す る。た

だ し、 こ の 方法 で は、在宅投票が 難 しい 。

2）　タブ レ ッ ト方式

　入 力ペ ン で 画面 をタ ッ チする と次 々 に両面 が 変

わ り候補者 を選択 す ると い う機 能 を有す る もの で

1）の タ ッ チセ ン サ 方式 と似て い るが 、小形 に す る

こ とが で きる の で持 ち運び に便利 なこ とか ら、 病

院や公 園や レ ジ ャ
ーセ ン ターな どへ 持 ち運び 投票

で きる の で、投票率を上 げる こ とが で きるが 、問
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題 は い か に して本 人確 認す る か で ある。前述 の よ

うに、 ID カ
ー

ドや指紋、声紋、顔画像等に よ ら

ざ るを得 ない と こ ろが 泣 き所 で ある 。

6．　 あ とが き

　 以上述 べ た ように 様 々 な方式が考 え られ るが 、

現 時点で は 「自書式」なの で 「自書式」の 電子化

か ら始 め る の が 混乱 が 少 な い
。 次に 「記号式」の

電子化 を行 い 、最終 的 に は選挙法 を改正 した と き

の 電子化 は どうあ る べ きか を考え る。そ の 時本提

案で は、「自書式」か ら 「記号式」に移行 した と き

に も同 じ投票箱が 使 える し、「記号式」か ら選挙法

改正後の 電子化 に は 、「記号式」の プ リ ン タ
ーを外

せ ば その ま ま使 用で きる等、
一一ttして経 費の 節減

が で きる。

　平成 8 年 10月 4 日 の 読売新聞 で 10月 3 日 に ブ ラ

ジル で 行 っ た
“

電子投票箱
”

の 記 事が 載 っ て い る 。

それ に よる と、人 口 20万以上 の 54都市 に 導入 し、

こ れ まで 開 票 ・ 集計に 平均 3 目 を要 し て い た の が 、

6時 間に短 縮で きた とある 。 また、11月 1 日の 読

売新聞 の 論 説で 政治広報セ ン ターの 宮川 氏が 電子

式投票制度 の 導入 を力説 し、その 中で 、先の 衆議

院総選 挙で 、 戦後最低の 投票率 （59．65％）に加 え

て 無効票 も戦後最高 を記録 した とあ る 。 小 選挙区

で は 2．97％、比例 区で は4．58％に もの ぼ っ た とあ

る 。 こ の よ うなこ とか ら して も公 職選 挙の 電子化

の 導人 は緊急か つ 必要 か くべ か らざる 問題 で あ り、

その 時、本提 案が 少 しで もご 参考に なれば幸 い で

あ る 。
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